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主人も長者になり ，雄弁になり 私もまことの 奥様，立派な 奥様になって ， ともに連れそっ 

て，何を欲しいとも 思わずに，私は ( 村長になって ) 村長の奥きんになって ，何を欲しいと 
も何を食べたいとも 思わずに，何不自由なく 暮らしました・ 

と ，最初 は 石狩川の川口の 村長の妻だったけれど ，貧乏人のところへ 急に行きたくなっ 
た女の人が，よい 話 ，よい魂を持っていたという 昔話を， 今 語ったのですよ・おわり・ 

飢 鐘の神様が小さい 男の子を育てた 話 

私は石狩川の 上流でおじいさんに 育てられて， おじいさんと 二人で暮らしていました・ 

も う 大きくなって 物心がついて ， 見 ますと，人の 大勢住んでいた 村があ ったらしいのです 

が， 村 じゅう，ど う したことか，壊れた 家 ばかりでした・そして 一軒だけちゃんとたって 
いて，私はそこでおじいさんに 育てられていたのですが ， 今はもう， やや大きくなって ， 

見 ますと，このようなことに 気づきました・おじいさんは ，毎日毎日夜になると ， 外 へ出 

て，それから 家に入って来ますと ，何か大きなものをおなかのところに 抱えて，入って 来 
るのでした．その 様子を私はへんだなあ と思っていましたので ，あ るときまた，おじいさ 

んが外へ出ましたから ，あ とについて外へ 出て，ど う するか見てやろうと ，ちょっと離れ 
た場所から，見ていますと ，おじいさんは 何をしているのだか ，何か言いながら ，しきり 
にかがんだり 立ったりしているのです・すると ， こんなことが 起こりました・ 何かすごく 

大きなものが ，空から降って 来たよ う に見えたと 思、 っ たら，おじいさんのそばに ，魚を束 
ねたようなものが ，降って来て ，それからがじいさんはそれをおなかに 抱えてその上から 
着物をかぶせて 隠して，こちらに 来そうな様子ですので ，その前に私はそうっと 帰って来 
て，それから 家にいて，何も 見なかったような 顔をしていました・すると ，おじいさんは ， 

寝床へ，そのおなかに 抱えて来たものを 持って，入りました・その 様子を見て，私は ，そ 
れはそれほひどく 恐ろしい気持ちになりました． 「おじいさんだとばかり 思って， 育てて 
もらっていたけれど ， いったいどうなっているしだろう・」と 思いました・ 

すると，おじいさんは ，一晩過ぎた 次の日になると ，こう言いました・「坊や ，ゆうべ 私 

が 外へ出た時に ，おまえは私のあ とについて外へ 出て，私がしていることを ，盗み見てしま 
った．私にはわかっているのだよ・こうなったからには ，ことの次第を 語って聞かせよう・ 
おまえは，この 石狩川の上流地方を 領する村長の   色子なのだ・そして ，おまえが赤ん 坊 だ 
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9i@ 1)@ ere@ ， ． ， a@ koroka               Ⅱ a somoki K, ‥したいけれ ビ もお前は育ててもらえない     

と 言っているが ，聞きとれない 部分を後日，妹の サダモ さんに質問したところ ， この 

ように訂正した   
注 2) ここまではおじいさんの 予言として語られているが ， ここで， 急 、 に子供自身の 体験 

の 叙述に変わっている．本来は ，予言が終わりまで 続き，そのあ とに「それを 聞いて 

私は・Ⅰという 形で子供の叙述が 始まるところであ る   
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った時 ， この村に伝染病がはやって ， 村 じゆう，いまや ，おまえの父親も 亡くなろうとい 

う時に，父親は 祭壇を倒して ，その下におまえを 隠して， ( 育て・‥ ) r 実は，私の村に 伝染 

病がほやって ，いま私も死にますが ， どうか私の坊や ，私の赤ん坊を ，御幣をまつる 子孫 

として，私がおまつりするどの 神様でも結構ですから ， お 育て下さいせと 言いながら，祭 

壇を倒しておまえを 隠 ，した．ところが ，神々はかんなおまえを 汚 ながって， F 誰が，ウン 
チするもの，オシッコするものを 育てるものかはと 言って， いやだ， いやだという． ( 私 

が 見ると，・， ) 私は天に住む 飢 僅の神 だ ・ 

私は飢僅の神で ，天に住む女神もお 前を育てず，そんな 様子だから，それから 私が天か 

ら下りて来て ，おまえを育てて ，今まで私がおまえを 育てていたのだ・そうしていて ，お 

まえはもうこんなに 大きくなったのだから ，何とか歩くなら 歩いて，人を 探してもよいほ 

どになった・ でも私は飢僅の 神だから， そこの棟別川の 中流の村長の 村が， 今年で三年， 

私が食べ物の 魂を取っているせいで ，その 湧別 川の中流一帯が 飢 笹 になって，それこそ 魚 

もいない，鹿もいない ，熊もいない．だから 村 じゅうが餓死して ，今はただその 村長の一 

族合わせてわずかの 人 ， 十人ばかりだろうか ， それくらいしか 生き残っていないのだが ， 

そ う こうする う ちに，私がしたことを ， ゆうべ，おまえは 盗み見てしまった・それで ，言 

わないわけにいかなくなったから ， 私は飢能の神で ， おまえを育てたのだということを ， 

おまえに語って 聞かせるのだよ． 

明日になったら ，おまえは， あ の 湧 別別の 村へ 行くのだ・ どうなるかというと ，おまえ 

はこの石狩川の 水源から川の 間を通って，どうにかこうにかして ，尾根やら 谷 やらあ る 所 ， 

沢の水源の，尾根の 合わさっている 所を通って，神様の 御旨のままに ，何とかして ， 湧別 

の ， 飢僅 になった村に 着くだろう・そうしたら ，何とかこのようにして ，その村に食糧の 

魂が戻るようになるだろう・おまえが 行くと，小さい 鹿を一頭つかまえるだろう・そうし 

たらその小さい 鹿を背負って 下りて行ったならば ，おまえがあ の 湧 別の中流の村長の 所に 

行けば，村長さんは 喜んで，それはそれは 涙を流して，喜びました． 

「このように ，私達は飢えきって ， 今はもう， 今晩からは，何も 取って来て食べるもの 

もあ りません・ 村 じゆうに住む 人達は，魚の 人っている 倉 ，干し魚の入っている 倉と ， ( 肉 ， 

干した・‥ ) 干し肉の人った 倉 とを別々にして ， 暮 して v 、 ましたけれど ， 村 じゆうの人達に 

食べさせているうちに ， ( その貯えもなくなり ) 今はもう村の 人達もかんな 死んでしまった 

あ とにわずかに ，幾人か生きていたのですが ，そうしているところへこのように ，どこから 
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来た坊やだか ，荷物を背負って 来たとすれば ，これは，今はもう 私達の村の食糧の 魂が戻さ 

れるように，神様からしていただけるということですよ・」と 村長さんは言いながら ，泣い 

て礼拝しました・ 神様に話をし 自分のことを 祈り，かわるがわる 御幣を削りました．村 

長さんは飢えてふらふらしている 様子ですけれど ，それでも御幣を 削り続け，それからそ 

の，私がとった 小さい鹿の皮を 剥いで者 て ，それからその 一族の人達全員に ，その汁を吸 

わせているうちに ，みんなだんだん 力 がつき，その 実も食べているうちに ， 力 がついてき 

ました・それから ，みんなで 川へ 下りて行きますとなるほど 魚もいました ，鹿も熊もいた 

のでした・それから 食糧の魂が戻って 来て，その村は 栄え始めました．それから 私は，私 
自身の身の上を 話しました・ 

「かくかくしかじかで ， 石狩川の上流に 伝染病がはやって ， 私は ，そこの， 村長の巨子 

だったのですけれど ，私を育てる 神様がいなかったので ，天から 飢 僅の神様が降りて 来ら 

れて，私を育てて 下さったのでしたが ，それから，その 神様がご自身のことを 語り，私に 

も教えて下さって ，それから私は 来たのです   コと 私が話したものですから ，その村長は ， 

私をかわいがって ( 二頭をなでたり 背中をなでたりして ) くれました． 

「さてさて， 石狩川の上流に 評判のお 方 ， 尊いお方とのことでしたら ， たとえ一人か 二 

人でも，何とかして ，そのお方の   自子さんのあ なたが大きくなったら ，そのときは ， あ な 

たは彼らを連れて ，行って， あ なたの ホ すの風上 ( 二束手の方 ) に，一軒でも 二軒でも家を 建 

てれば，それから 村が栄え， あ ちこちから人がやって 来ます・そうすれば ，その石狩川の 

上流の村長さんの ， 神 なる魂のように 残された一人   已   子が，後を継いで ，御幣をまつる 子 

孫が， どこまでも続いていくことになるのですよ・」と ， 村長さん， そのおじいさんは ， 

言いながら，私を 大事に育て ( かわいがっ ) てくれていました． 

そうしている 間に，その村に 鹿も沢山出て 来ました・熊も 沢山とれ，魚も 沢山とれるよ 
うになったのでした・ 生き残っていたわずか ぽ かりの人も，すっかり 丈夫になって ，それ 

からしばらく 私達は暮らして v 、 て ，も う ， ニ ，三年暮らしていますと ，私はすっかり 成長し 

て携の子になり ), 一人双の若者になりました・それから ，あ の村長さんが ，言ったとおり 

に，一人か二人を 私につけてくれて ，私は私の村に 帰って来て，村の 風上に小さな 家 ，きれ 

いな小屋を作って ，そこに住みました・それから ，それこそその 私について来た 若者も娘も， 
これほど気立てのいいものは 他にいないような 人達で，私達は 一緒に暮らしていました・ 

それから，私の 村は特別に食べ 物がよくとれる ， という評判が 立ったものですから ，ま 

るで食べ物に 群がるように 人々が来て住んで ，一軒二軒とだんだんに ，私の村に加わるう 

ちに，小さな ( 二人の少ない ) 村ができ，私はそこで 人々の長になっています・ですからこ 

のように私の 父は村長でしたけれども ，伝染病がはやった 時に， 飢 謹の神様が私を 育てて 
くれたのだった ， ということを ，身の上話として 話しました．その 若者，今村長になって 

いる者が，私なのです リ 

と ，石狩川の上流を 領する 方 ， 年 こそ 若 いけれども立派な 方なのですが ，この 村 接さん 

が， 自分の身の上話をしました． 

これでおしまい． オヮリ ! 
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